





























































































































































































































































































DieWirklichkeitdieseseinfachen Ganzen aberbestehtdarin,da jenezu Momenten
gewordenenGestaltungensichwiedervonneuem,aberinihrem neuenElemente,indem
gewordenenSinneentwickelnundGestaltunggeben.
しかし，この単純な全体が現実性を得るためには，いまでは〔この全体の〕諸契機となっているさまざ
まの形態化が，ふたたび新たに，ただし自己の新たな場面において，すなわち生成してきた意味におい
て，展開され，形態化されることが必要である。
註釈 ここでは，二種類の形態化が語られている。前者は世界精神における形態化であり，後者は，
意識の諸形態である。世界精神における形態化については，『精神現象学』第28節が示唆を与えている。
ヘーゲルは，世界精神を普遍的個人と特殊的個人という観点から考えている。「普遍的個人においては，
具体的形式と固有の形態化を備えているすべての契機が現れる。しかし，特殊的個人は不完全な精神で
あり，具体的形態である。そして，一つの規定態にその形態の全定在が属していて，他の規定態はかき
消された状態で現存している」（Phan.S.22）。したがって，世界精神の形態化も，二種類ある。さら
に，これらが『精神現象学』にあって意識の形態として繰り返される。
《第13節》
 新たな世界の出現と意識
Indem einerseitsdieersteErscheinungderneuenWeltnurerstdasinseineEinfachheit
verhulteGanzeoderseinalgemeinerGrundist,soistdemBewutseindagegenderReichtum
desvorhergehendenDaseinsnochinderErinnerunggegenwartig.
一方で，新たな世界がはじめて出現したとき，全体はその単

純

状

態

のなかにやっと包みこまれている
だけで，やっとその全体の一般基礎でしかない。他方でそれとは対照的に意識にとっては，以前の生活
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の富が彷彿となお想い起こされている。
註釈 当該文は，『精神現象学』と時代との関係を定式化している。すなわち，旧世界全体は，新
世界全体の一般基礎であり，そこから新世界が分裂して展開する。それとは対照的に，『精神現象学』
は，意識経験の場面で，旧世界全体を生活の富として彷彿と思い起こす。その思い起こしが学の体系第
1部となる。こうして，『精神現象学』は，旧世界全体を体系化することによって，同時に新世界の一
般基礎を体系化している。『精神現象学』は，時代の過去と未来の両面に向けられている。『法哲学』序
説の「世界の思想としての哲学」という有名な規定は，時代の過去に向けられた哲学の面だけを説明し
ている。「世界の思想としての哲学は，現実がその形成過程を完了し，みずからを完成し終わった後に，
はじめてあらわれる」（GW14,1,S.16）。現実の形成過程の完了は，同時に新しい現実の誕生でもある。
ところで，ここで判明したことは，意識による旧世界全体の想起という性格が『精神現象学』にあるこ
とである。「現象とは生成消滅にほかならないが，この生成消滅そのものは生成も消滅もしない。むし
ろ，それ自体として存在し，真理の生命の現実となり運動となっている。こうして，真なるものは，乱
痴気騒ぎの陶酔であって，それにあずかるかぎり，だれも酔わない人はない。そして，そのなかのある
人が，ときとしてその陶酔から離れる場合にも，同じく，たちまちまた融けこんでしまうから，その陶
酔は，透明で単純な静止でもある。このような真理の運動による裁きにあえば，個々の精神形態も特
定の諸思想も，いかにも，よく持ちこたえうるものではない。けれども，それらは，否定的で消え去る
と同様に，肯定的で必然的な諸契機でもある。 運動のなかで区別され特殊な定在を与えるものは，
運動の全

体

が静止ととらえられる場合，この全体にあって想

起

されるものとして保存される。そして，
その定在は，自分自身についての知である。それは，この知が直接的定在であるのと同様である」
（Phan.,S.35）。個々の精神形態や特定の諸思想は，現実のなかで生成消滅するが，『精神現象学』のな
かでは，その生成消滅運動の全体が想起されて静止ととらえられる場合には体系の一契機となる。
 新たな世界の形態内容は，現象したばかりでは部分部分へと展開されていない。
EsvermitanderneuerscheinendenGestaltdieAusbreitungundBesonderungdesInhalts;
意識は，新たに現象している形態では内容の展開と特殊化がなされていないのに気づく。
註釈 意識経験の世界は，また，精神の想起である。世界の諸形態が想起によって現象する。形態
としての世界は，現実の歴史的世界とは，区別され，意識の対象である。しかも，ここでは，想起によっ
て新たに現象した対象世界であり，それに相対する意識も現象する。したがって，その対象世界は，こ
れから意識の自己吟味によって特殊的な諸契機として展開されることになる。自己吟味は，そのことに
気づくところから始まる。なお，世界の用法については，第11節で解説され，形態の用法について
は，第12節で解説されている。
 悟性形式による訓育欠如も不満である。
nochmehrabervermitesdieAusbildungderForm,wodurchdieUnterschiedemitSicherheit
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bestimmtundinihrefestenVerhaltnissegeordnetwerden.
しかしそれ以上に意識が不満とするのは，ものごとの区別を明確に規定したり，それらの区別項を秩
序づけてしっかりと関係づけたりと，形式によって訓育していないことである。
註釈 ここでの「形式」は，理性の前にある悟性段階の形式である。したがって，訓育も普遍の場
面にゆく前であって特殊専門的なのである。カントに即していえば，直観形式によって個々の直観内容
を区別し，さらにそれをカテゴリーの形式によって言語普遍的に秩序づけ概念にする。そして，それら
の秩序づけられた概念を判断によって関係づけるわけである。それは，また，ヘーゲルのいう主体の二
番目の意味である純粋否定性の段階である。つまり単純にして単一なものが区分されて分裂することな
のである。第32節でも「区分する働きは，悟性の力にして労苦である」と肯定的に評価している。
 悟性形式の訓育で哲学を普通に理解して共有できる。
OhnedieseAusbildungentbehrtdieWissenschaftderalgemeinenVerstandlichkeitundhat
denSchein,einesoterischesBesitztumeinigerEinzelnerzusein;
形式による訓育がないと，学を普通に理

解

す

る

と

い

う

こ

と

がなくて，一部の個々人が秘匿して所持し
ているかのように見られることになる。
註釈 ここでの「理解」は，なるほど，概念的ではなくて，悟性的である。しかし，悟性的理解に
よって，まずは，哲学を一部の個々人が秘物のようにして所持するということがなくなる。哲学の悟性
形式を修得すれば哲学内容をだれもが知的財産として共有できる。ただし，その修得のためには，悟性
形式の訓育が必要となる。訓育は，専門教員による教育を必要とするから，哲学科ないし哲学学校を必
要とすることになる。ヘーゲルが，中高等教育における哲学教育を重視したのもこのような点に関連し
ている。
しかし，ここでの悟性的理解つまり普通の理解というのは，「認識すること（erkennen）」から区別
された「よく知られること（bekanntmachen）」にほかならない。
 学の内的概念は秘物のように所持される。
―einesoterischesBesitztum:dennsieistnurerstinihremBegriffeoderihrInneresvorhanden;
秘物のようにして所持すると見られるのは，学がやっとその概念において存するだけで，やっと学の
内なるものしか眼前にないからである。
註釈 学の概念は実現されることになり，学の内なるものは，外面化することになる。概念は，一
本の植物の種子の譬えることができる。
 学は，現象して展開されて普通に理解される。
einigerEinzelner:dennihreunausgebreiteteErscheinungmachtihrDaseinzumEinzelnen.
一部の個々人のものとして見られるのは，学は，現象しても展開されずにあるかぎり，個人用にしか
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現存しないからである。
註釈 ここで，学は，現象し，展開することによって，普通に理解されることが示されている。そ
れが学への道である。しかし，それが同時に学であるという点で認識されることも含んでいる。
 悟性的規定が公教的で概念把握可能で学習可能となる。
Erstwasvolkommenbestimmtist,istzugleichexoterisch,begreiflichundfahig,gelerntund
dasEigentumalerzusein.
完全に規定されているものであってはじめて，それは同時に公教的であり，概念把握されることがで
き，学ばれて万人が所有しうる。
註釈 ここから，普通の理解が問題となるのは，意識の経験の場面であり，概念把握の場面たる学
の前に当たる。
 学への道は悟性的形式をとる。
DieverstandigeFormderWissenschaftistderalendargeboteneundfuralegleichgemachte
Wegzuihr,
悟性的に理解される形式を学がそなえることは，学にいたる道を万人にひらき，万人のために均
なら
すこ
とになる。
註釈 ここから，学へ道としての意識の経験の道が，学のそなえる形式であり悟性的であることが
判明する。
 理性的な知は，悟性を経由する。
unddurchdenVerstandzumvernunftigenWissenzugelangen,istdiegerechteForderungdes
Bewutseins,daszurWissenschafthinzutritt;―
そして，学をこころざす意識が，悟性を経由して理性的な知に達しようとするのは，正当な要求であ
る。
註釈 ここから理性的な知が学による概念把握を指していることがわかる。
 意識は悟性的に思考する純粋我一般である。
dennderVerstandistdasDenken,dasreineIchuberhaupt;
なぜならば悟性とは，思考するということにほかならず，純粋我一般なのだからである。
註釈 ここでの思考は，思弁的思考ではなくて悟性的思考である。
 悟性的理解は，「すでによく知られていること」につづく。
unddasVerstandigeistdasschonBekannteunddasGemeinschaftlichederWissenschaftund
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desunwissenschaftlichenBewutseins,wodurchdiesesunmittelbarinjeneeinzutretenvermag.
悟性的な理解は，すでによく知られていることにおいて成り立ち，それが学と非学的意識とのあいだ
の共通項をなし，それを通って意識はただちに学に踏み入ることができるのである。
註釈 ここから，非学的意識にとっての「すでによく知られていること」→非学的意識と学とのあ
いだの共通項としての「悟性的理解」→「われわれ」にとっての学という過程が判明する。この過程が
形成陶冶の過程中に占める位置については，第4節註解を参照されたい。それによれば，自己意識的
精神の形成陶冶は，①定在を揚棄し，それを表象（よく知られているもの）へと変え，②さらに，この
表象を分析し，「固定した思想規定」という諸要素にまで到らしめる。そして，③そういう諸要素を流
動化させ概念にする。この過程のうちで①の段階はすでに古代で実現しており，『精神現象学』の叙述
が従事するのは②と③の段階なのである。その際，「序説」はこの①と②を媒介するのである。悟性的
理解の場面は，②に対応する。
本文中における筆者による補足は，〔 〕で括り，ひとまとまりの表現は，で括った。原文隔字体は，圏点を
付けて表示した。
（1） 以下に『精神現象学』「序説」執筆時の関連年譜を掲げておく。
1806年
10月1日 プロイセン，ナポレオンに最後通牒を通告する。
3日 ニートハンマー，ゲープハルトとの交渉の結果を知らせ，『精神現象学』原稿の最終締め切り
は18日であり，13日には原稿を必ず送るようにと促す。
6日 ニートハンマーあてに手紙を書き，彼のおかげで問題の決着をみたことを感謝し，全原稿を今
週中に発送することを約束する。
7日 ナポレオン，プロイセンに宣戦布告。
8日 ニートハンマーに返事を書き，彼の仲介を英雄的と評価し，残り原稿の前半部分を同封10日
に残り後半を送ると約束する。
10日 残り原稿の後半部分の大半をニートハンマーあてに発送する。
12日 この日から13日にかけて残りの原稿を完成するが，送ることができず。ニートハンマーに手
紙を書き，原稿が届いているかどうかを心配し，世界精神たる皇帝ナポレオンが馬上豊かに街
をでてゆくのを見たと知らせ，「この人を驚嘆せずにはいられない」と述べる。困窮しており，
政府委員の家に宿泊していると書き添える。夜，大火がおきる。
13日 フランス軍，イェーナ占領
14日 『精神現象学』の最後の原稿をポケットに入れ，イェーナ大学副学長ガプラー家に避難する。
彼の息子で後のヘーゲル後継者，ゲオルク・アンドレアスがヘーゲルのために小部屋を整える。
しかし，数時間後，フロムマン宅に移動する。
18日 ゲーテ，イェーナの友人たちに回覧状を送り，彼らに異常はないかどうか調べる。ニートハン
マーに手紙を書き，ゲーテがちょうど今，回覧状をくれ，災害を免れて彼も無事であることを
知らせ，フランス軍主力はイェーナを去り，20日には郵便が再開されるので最後の原稿を送
ると約束，重ねて窮乏を訴える。
24日 ニートハンマーに，街が少し平穏な状態に戻ったと書き送る。
28日 ゲーテ，クネーベルに，略奪を受けて困窮しているへーゲルに10ターレルまで与えるように
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と指示する。
11月半ば年末までバンベルクに避難し，校正と序説の執筆に専念する。この年の始めから末
にかけて現象学と論理学のための講義草稿を書く。
1807年
1月1日 ハイデルベルク物理学協会，へーゲルを名誉会員に任命する。
3日 イェーナよりシェリングに手紙を書き，去年の復活祭から著作を献呈できればと望んでいたが，
今年の復活祭には「たんに始めにすぎないが，勿論始めにしてはかなり大部」なこの書物を贈
ると述べる。
11日 シェリング，ヘーゲルに返事を書き，「君の成熟が果実を実らせるのにまだ時間を要するとす
れば，何が生ずることか」と述べて，彼の著作の刊行に大きな期待をよせる。
16日 ニートハンマーに手紙を書き，『精神現象学』の序説をゲープハルトに発送したことを知らせ，
「すぐ続いてでるはずの第2版」で「船をあちこち掃除してもっと底荷を少なくし，ずっと軽
快にするようにしたい」，「これをあてにして自分を慰め，人にも我慢してもらいたい」と述べ
る。ゲーテあてに手紙を書き，植物学教授の空席に触れて，哲学とともに植物学の講義をする
用意があると述べる。
（奥谷浩一「ヘーゲル詳細年譜」，『ヘーゲル事典』所収，弘文堂，1997年，643644頁）
（2） Vgl.BriefevonundanHegel.Bd.1,Hrsg.v.J.Hoffmeister,FelixMeinerVerlag,Hamburg,1969,S.
128f.
文献略号
GW:GeorgWilhelm Hegel,GesammelteWerkeinVerbindungmitderDeutschenForschungsgemeinschaft.
Hrsg.v.derRheinisch-WestfalischenAkademiederWissenschaften.FelixMeinerVerlag,Hamburg,
1968ff.（GW の後に巻数と頁数を記してある）
Phan.:G.W.F.Hegel,PhanomenologiedesGeistes（1807）.Hrsg.v.H.-F.Wesselsu.H.Clairmont,FelixMeiner
Verlag,Hamburg,1988.
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